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６ 月
定例会

▲じょうろにお水、入るかな？

◆山形市への移住・定住の
促進に向けた

　補正予算を可決

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P8

P4



小・中学校の設備改修や農業支援などの予算を審査
　
　
　
平
成
３１
年
度
ま
で
に
残
り

何
校
の
ト
イ
レ
改
修
が
必
要
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の

改
修
費
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
残
り
２４
校
で
あ

り
、
５
億
円
余
り
の
事
業
費
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業（
金
井

小
・
南
小
）�

９
８
５
０
万
円

　
金
井
小
学
校
・
南
小
学
校
の

ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　
今
後
の
空
調
設
備
改
修
に

対
し
、
国
か
ら
の
交
付
金
は
期
待

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
山
形
商
業

高
の
改
築
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
財
源
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
の
交
付
金
は

有
利
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
採
択

が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
整
備
手
法
と
し
て
民

間
資
金
の
活
用
な
ど
も
調
査
研
究

し
て
い
く
。

中
学
校
空
調
設
備
改
修
事
業

（
高
楯
中
）�

４
５
９
０
万
円

　
高
楯
中
学
校
の
空
調
設
備
を

改
修
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　
ハ
ウ
ス
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
金
が
採
択

さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
セ
ル
リ
ー
は

本
市
が
東
北
で
唯
一
の
産

地
で
、
４０
年
以
上
に
わ
た

る
取
り
組
み
な
ど
も
評
価

さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
産
地
の
創
意
工
夫
と

地
域
の
強
み
を
生
か
し

た
高
収
益
化
に
向
け
、

ハ
ウ
ス
施
設
な
ど
の
園

芸
基
盤
整
備
へ
補
助
を

行
い
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　
２７
年
度
の
創
業
ゼ
ミ
受
講

者
は
、
ど
の
よ
う
な
業
種
で
開
業

ま
た
は
開
業
予
定
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
飲
食
店
や
理
容

室
、輸
入
雑
貨
会
社
な
ど
の
飲
食
・

物
販
な
ど
が
主
で
あ
る
。

創
業
支
援
事
業

�

４
４
０
万
円

　
平
成
２７
年
度
に
引
き
続
き
創

業
ゼ
ミ
な
ど
を
開
催
し
、
市
内

で
の
創
業
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

補
助
金�

３
０
９
８
万
円

　
　
　
同
事
業
を
３
月
の
補
正
予

算
で
も
計
上
し
た
が
、
今
回
の
事

業
内
容
に
違
い
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
前
回
の
実
績
を

踏
ま
え
た
上
で
、
雇
用
対
策
協
議

会
や
他
の
地
域
と
の
広
域
的
な
連

携
な
ど
、
内
容
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。

労
働
力
確
保
推
進
事
業

�

７
３
３
万
円

　
市
内
へ
の
就
職
を
推
進
す
る

た
め
、
首
都
圏
で
合
同
企
業
説

明
会
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

　
　
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
委

託
先
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
他
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
以
外
に
委
託
し
て
い
る
例
も
あ

る
。
他
の
委
託
先
は
検
討
し
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
実
施
に

当
た
り
直
営
も
検
討
し
た
が
、
今

回
は
モ
デ
ル
事
業
で
も
あ
る
た
め
、

同
じ
建
物
内
で
既
に
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
す
る
の
が
適
当

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
改
修
を
行
う

の
か
。ま
た
、今
後
も
補
助
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
え
み
支

援
セ
ン
タ
ー
で
空
調
や
床
暖
房
を

地
域
福
祉
相
談
支
援
体
制
構
築

モ
デ
ル
事
業�

８
７
５
万
円

　
地
域
福
祉
の
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
環
境
改
善

事
業
費
補
助
金�

８
４
０
万
円

　
民
間
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
や
備
品
購
入

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
対
象
人
数
は
ど
れ
く
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
対
象

者
９
人
に
、
今
回
補
正
の
３
人
を

加
え
、
全
体
で
１２
人
分
と
な
る
。

こ
の
給
付
金
の
対
象
者
は
、
県
で

上
乗
せ
給
付
す
る
生
活
支
援
と
家

賃
支
援
の
対
象
に
も
な
り
、
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
る
。

　
　
　
新
た
に
交
付
対
象
と
な
っ

た
組
織
の
中
で
複
数
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
組
織
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
た
に
対
象
と

な
っ
た
の
は
３
組
織
で
、
そ
の
内

の
２
組
織
が
平
成
２８
年
度
か
ら
新

高
等
職
業
訓
練
促
進
等
給
付

金�

９
２
９
万
円

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
就
労

に
向
け
た
資
格
取
得
を
促
進
す

る
た
め
、
修
学
中
の
生
活
費
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

�

６
９
０
万
円

　
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持

向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
施
設

の
補
修
や
更
新
、
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
む
地
区
組
織
に
支

援
を
行
い
ま
す
。

委
員

農
村
整
備
課
長

▲首都圏に進学した学生に山形の企業の魅力をＰＲ

補 正 予 算

向けた補正予算を

６月の主な補正予算
一般会計 ３億５，０４７万円

●小学校トイレ改修事業（金井小・南小）
　�  ９，８５０万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●中学校空調設備改修事業（高楯中）
　�  ４，５９０万円

●産地パワーアップ事業費補助金
　�  ３，０９８万円

●小規模保育事業所施設整備事業費補助金
　�  ２，９０４万円

●放課後児童クラブ業務効率化推進事業費
　補助金　�  １，８５０万円

●市立図書館エレベーター改修事業
　�  １，２３０万円
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総額3億6,041万円
　
　
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
委

託
先
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
他
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
以
外
に
委
託
し
て
い
る
例
も
あ

る
。
他
の
委
託
先
は
検
討
し
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
実
施
に

当
た
り
直
営
も
検
討
し
た
が
、
今

回
は
モ
デ
ル
事
業
で
も
あ
る
た
め
、

同
じ
建
物
内
で
既
に
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
す
る
の
が
適
当

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
改
修
を
行
う

の
か
。ま
た
、今
後
も
補
助
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
え
み
支

援
セ
ン
タ
ー
で
空
調
や
床
暖
房
を

地
域
福
祉
相
談
支
援
体
制
構
築

モ
デ
ル
事
業�

８
７
５
万
円

　
地
域
福
祉
の
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
環
境
改
善

事
業
費
補
助
金�

８
４
０
万
円

　
民
間
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
修
や
備
品
購
入

に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

改
修
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」
で
は
、
子
ど
も
の

遊
び
場
と
し
て
利
用
す
る
部
屋
の

床
面
を
改
修
す
る
。
み
ど
り
の
も

り
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
環
境
改
善
の
た
め
の
日
よ

け
の
設
置
な
ど
を
行
う
。
今
回
は

緊
急
性
を
考
慮
し
３
カ
所
を
選
定

し
た
が
、
今
後
も
改
修
の
必
要
性

が
あ
る
も
の
は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
事
業
の
委
託
先
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
事
業

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
県
自
動
車
公

益
セ
ン
タ
ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
啓
発
活
動
や
講
演
会
な
ど
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
ネ
ッ
ト
や
ま
が

た
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
講
演
会
は
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

　
　
　
　
　
９
月
か
１０
月
頃
に
、

気
象
予
報
士
に
よ
る
地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
の
講
演
を
想
定
し
て
い

る
。 山

形
ま
る
ご
と
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
事
業�

６
５
０
万
円

　
省
エ
ネ
活
動
の
推
進
や
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

委
員

環
境
課
長

委
員

環
境
課
長

　
　
　
対
象
人
数
は
ど
れ
く
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
対
象

者
９
人
に
、
今
回
補
正
の
３
人
を

加
え
、
全
体
で
１２
人
分
と
な
る
。

こ
の
給
付
金
の
対
象
者
は
、
県
で

上
乗
せ
給
付
す
る
生
活
支
援
と
家

賃
支
援
の
対
象
に
も
な
り
、
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
る
。

　
　
　
新
た
に
交
付
対
象
と
な
っ

た
組
織
の
中
で
複
数
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
組
織
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
た
に
対
象
と

な
っ
た
の
は
３
組
織
で
、
そ
の
内

の
２
組
織
が
平
成
２８
年
度
か
ら
新

高
等
職
業
訓
練
促
進
等
給
付

金�

９
２
９
万
円

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
就
労

に
向
け
た
資
格
取
得
を
促
進
す

る
た
め
、
修
学
中
の
生
活
費
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

�

６
９
０
万
円

　
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持

向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
施
設

の
補
修
や
更
新
、
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
む
地
区
組
織
に
支

援
を
行
い
ま
す
。

委
員

農
村
整
備
課
長

た
に
複
数
の
活
動
に
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。
残
り
の
１
組
織
は
継

続
組
織
で
あ
る
が
、
新
た
に
長
寿

命
化
の
活
動
に
取
り
組
む
。

　
　
　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
ど
こ
に
配
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年
９
月

か
ら
２９
年
３
月
ま
で
、
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
人
を
七
日
町
の

と
ん
が
り
ビ
ル
の
一
室
に
配
置
し
、�

移
住
相
談
や
情
報
発
信
な
ど
を

行
っ
て
も
ら
う
。

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

１
２
８
５
万
円

　
リ※

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
に
よ
る
移
住
・
定
住
促
進
事

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
相
談
体
制
を
整
え
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

▲移住コーディネーターが配置されるとんがりビル

山形市への移住・定住の促進に

※　リノベーションまちづくり…未活用の不動産などを大規模に改修することで付加価値を高め、まちの魅力や価値を向上させる取り組み。
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発
行
手
数
料
は
市
役
所
の

窓
口
と
同
じ
金
額
な
の
か
。
ま
た
、

支
払
い
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
窓
口
と
同
じ
３

０
０
円
で
、
利
用
者
が
コ
ン
ビ
ニ

の
端
末
機
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
証
明
書
の
発
行
が
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
主
要
な

コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
操
作
方
法
な
ど
店
員
へ
の

周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
端
末
機
で
交
付

さ
れ
る
た
め
、
紙
詰
ま
り
な
ど
の

対
応
は
必
要
に
な
る
が
、
基
本
的

に
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
が
携
わ
る
こ

と
は
な
い
。

　
　
　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
ど
れ
く
ら
い
の
件
数

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年
度
は
、�

１０
月
の
開
始
か
ら
３
月
ま
で
に
３

２
０
０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

く
ら
し

コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明
に

印
鑑
登
録
証
明
書
を
追
加

委
員

市
民
課
長
補
佐

委
員

市
民
課
長
補
佐

委
員

市
民
課
長
補
佐

委
員

市
民
課
長
補
佐

　
　
　
業
務
委
託
か
ら
指
定
管
理

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
利
点
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
清
掃

や
遊
び
の
見
守
り
な
ど
を
専
門
ご

と
に
委
託
し
て
い
る
が
、
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

を
連
携
し
て
行
う
こ
と
で
効
率
化

が
図
ら
れ
る
。

　
　
　
移
行
に
向
け
た
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
に
公
募

し
、
１２
月
定
例
会
で
指
定
管
理
者

の
議
決
と
債
務
負
担
行
為
の
設
定

を
し
た
後
、
平
成
２９
年
２
月
頃
に

基
本
協
定
を
締
結
し
、
４
月
か
ら

運
営
を
開
始
す
る
。

　
　
　
指
定
管
理
へ
の
移
行
は
、

現
在
の
地
域
の
方
と
の
関
係
性
も

考
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
者

制
度
導
入
後
も
地
域
と
の
関
わ
り

合
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
山
形

ら
し
い
施
設
と
し
て
運
営
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
の
指
定
管

理
に
向
け
条
例
を
改
正

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

子
育
て
推
進
部
長

　
　
　
保
育
士
不
足
は
都
市
部
で

起
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
な

ぜ
条
例
改
正
が
必
要
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
保
育

士
を
確
保
で
き
て
い
る
が
、今
後
、

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
当
分
の
間
の
緊

急
措
置
と
し
て
、
保
育
士
の
配
置

基
準
を
弾
力
化
す
る
。

　
　
　
保
育
士
資
格
の
無
い
人
を

配
置
基
準
に
含
め
る
こ
と
は
、
保

育
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
子
育
て

支
援
員
研
修
を
受
講
し
た
人
や
保

小
規
模
保
育
事
業
所
の

保
育
士
配
置
基
準
を
弾
力
化

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

育
業
務
に
従
事
し
て
き
た
人
な
ど

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
質
の
確
保

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
保
育
士
不
足
の
根
本
的
な

解
決
は
必
要
だ
が
、
市
民
が
不
安

に
な
ら
な
い
よ
う
、
保
育
の
質
を

低
下
さ
せ
な
い
と
明
言
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
改
正

に
よ
り
、
幼
稚
園
教
諭
や
小
学
校

教
諭
な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
も
一
定
の
範
囲
で
保
育
士
と
み

な
し
て
配
置
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

資
格
の
無
い
人
も
県
の
研
修
を
受

講
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
保
育
の

質
が
維
持
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
き
た
い
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

常任委員会

▲休日には２，０００人を超える子どもが集うべにっこひろば

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会を開催しました
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他
の
市
有
財
産
に
影
響
は
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
条
例
の
中
で
、
規
則

で
定
め
る
市
街
地
活
性
化
の
事
業

を
行
う
場
合
と
し
て
お
り
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
定
め

た
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
事
業
に
限
定
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　
　
改
正
に
よ
る
問
題
点
の
対

応
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
商
業
地
域
内
の
未
活

用
の
財
産
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の

は
、
旧
木
村
邸
の
土
地
と
建
物
、

ま
な
び
館
の
２
階
と
３
階
、
御
殿

堰
脇
の
旧
宝
塚
の
土
地
で
あ
る
。

旧
木
村
邸
の
貸
し
付
け
期
間
は
５

年
と
し
、
５
年
後
に
見
直
し
を
想

管
財
課
長

委
員

財
政
部
長

　
　
　
　
　
使
用
貸
借
契
約
の
期

間
が
満
了
に
な
り
契
約
を
更
新
し

な
い
場
合
は
、
借
主
は
借
用
物
を

原
状
に
戻
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
事
業
者
が
解
体
費

用
の
問
題
な
ど
で
原
状
回
復
し
た

上
で
返
還
し
な
い
と
き
は
、
法
的

措
置
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
募
の
際
は
、
事
業
者
の
選

定
に
お
い
て
リ
ス
ク
が
発
生
し
な

い
事
業
計
画
を
採
用
す
る
な
ど
万

全
を
期
し
た
い
。

　
　
　
旧
木
村
邸
は
無
償
で
の
貸

し
付
け
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

条
例
を
改
正
す
る
と
、
何
に
で
も

適
用
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
旧
木
村
邸
は
、
特
殊

な
事
情
か
ら
無
償
で
の
貸
し
付
け

を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
事
業
者

の
計
画
や
採
算
性
を
考
え
、
第
一

義
的
に
は
減
額
貸
し
付
け
を
考
え

て
い
く
。

※
「
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
並
び
に
財
産
の
管
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

は
総
務
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
会
議
の
採
決
で

継
続
審
査
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、

再
度
総
務
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

財
政
部
長

委
員

財
政
部
長

　
　
　
無
償
貸
し
付
け
を
想
定
し

て
い
る
市
の
財
産
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
旅
篭
町
の
旧
木
村
邸

を
想
定
し
て
い
る
。
過
去
２
回
公

募
し
て
い
る
が
、賃
料
が
高
い
こ
と�

を
理
由
に
採
用
ま
で
至
ら
な
か
っ

た
た
め
、今
回
、無
償
で
貸
し
付
け

る
こ
と
を
公
募
の
条
件
と
し
、
広

く
募
集
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
で
、

市
役
所

商
業
地
域
内
の
未
利
用
市
有
財
産

無
償
な
ど
で
貸
し
付
け
可
能
に

委
員

管
財
課
長

委
員

定
し
て
い
る
。

　
　
　
旧
木
村
邸
に
新
た

な
建
物
を
建
て
さ
せ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
既
存
の
建
物

は
耐
震
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
般
の
方
の
利
用
は
不
向

き
で
あ
る
た
め
、
建
物
を

残
す
か
ど
う
か
の
条
件
は

つ
け
な
い
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
市
の
土
地
に
堅
固

な
建
物
が
建
設
さ
れ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク

が
あ
る
の
か
。

委
員

財
政
部
長

委
員

▲街のにぎわい拠点として活用が期待される旧木村邸

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

９月１５日（木）
　　～１０月７日（金）

９月定例会の日程
（予定）

　市役所の正面入口の左側に「山形市議会」の入口が
あるから、こちらから入ってね。本会議や一般質問は
４階、各委員会は３階の議会事務局で、それぞれ傍聴
の手続きをしてね。

A

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ教えて！！

傍聴に行きたいけど、
どこから入るといいベニ？Q
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６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
３
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
平
成
２７
年
６
月
３０
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
骨
太
の
方
針
」
の
中

で
、
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

意
見
書
（
要
旨
）

次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お

け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

向
け
て
、
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉

用
具
貸
与
等
の
給
付
の
見
直
し
を

検
討
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
仮
に
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用

具
、
住
宅
改
修
の
利
用
が
原
則
自

己
負
担
に
な
れ
ば
、
利
用
が
抑
制

さ
れ
重
度
化
が
進
展
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
自
立
的
な
生
活
を

阻
害
し
、
給
付
費
が
増
大
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
新
た
な
利
用
者
負
担

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次

期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る

福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見
直
し

を
撤
回
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
国
と
福
島
県
は
、
平
成
２９
年
３

月
一
杯
で
住
宅
の
無
償
提
供
を
打

ち
切
る
と
の
声
明
を
出
し
、
避
難

住
民
に
帰
還
を
迫
っ
て
い
る
。

　
避
難
者
の
生
活
で
最
も
重
要
な

も
の
は
、
住
宅
問
題
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
及
び
福
島
県
に
お

い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
実

現
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１�　
「
平
成
２９
年
３
月
一
杯
で
の

住
宅
支
援
打
ち
切
り
」
方
針
を

撤
回
も
し
く
は
凍
結
す
る
こ
と
。

２�　
住
宅
支
援
は
、
避
難
当
事
者

の
意
見
を
十
分
に
聴
取
す
る
場

を
設
け
、
出
さ
れ
た
意
見
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
地
方
自
治
体
は
、
果
た
す
役
割

が
拡
大
す
る
中
で
、
新
た
な
政
策

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
自
治
体
の
財
政
を
削

減
す
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
市
民
生

活
に
支
障
を
き
た
す
と
と
も
に
地

域
経
済
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次

の
各
項
目
に
つ
い
て
実
現
さ
れ
る

よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

「
福
島
原
発
事
故
避
難
者
へ

の
住
宅
無
償
提
供
」
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

１�　
継
続
・
増
大
す
る
地
方
自
治

体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握

し
、
財
政
措
置
を
す
る
こ
と
。

２�　
社
会
保
障
予
算
の
確
保
と
地

方
財
政
措
置
を
す
る
こ
と
。

３�　
地
方
交
付
税
算
定
に
お
け
る

き
め
細
か
な
算
定
方
式
を
導
入

す
る
こ
と
。

４�　
各
種
税
制
廃
止
や
減
税
検
討

時
に
、
地
方
自
治
体
財
政
へ
の

影
響
を
検
証
す
る
と
と
も
に
地

方
自
治
体
財
政
運
営
に
支
障
が

生
じ
な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

５�　
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
に

不
可
欠
な
財
源
の
現
行
水
準
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
財
源
措

置
に
つ
い
て
臨
時
・
一
時
的
な

財
源
か
ら
社
会
保
障
な
ど
に
つ

い
て
経
常
経
費
と
す
る
こ
と
。

６�　
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機

能
・
財
政
調
整
機
能
の
強
化
な

ど
の
対
策
を
す
る
こ
と
。

　
監
査
委
員
１
人
が
欠
員
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の

選
任
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
村む
ら
山や
ま　
秀ひ
で
幸ゆ
き 

氏
（
吉
原
）

人
事
案
件

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会

議
員
の
任
期
が
７
月
９
日
で
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
選
挙
し
た
結

果
、次
の
７
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
高
橋
公
夫
、
浅
野
弥
史
、
武
田

聡
、菊
地
健
太
郎
、長
谷
川
幸
司
、

折
原
政
信
、
鈴
木
善
太
郎

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
の
う
ち
、
５
人
の
任
期

が
６
月
３０
日
で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
次
の
方
の
選
任
を
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
井い
の
上う
え　
弓ゆ
み
子こ 

氏
（
城
北
町
）

　
熊く
ま
谷が
い　
　
誠
ま
こ
と 

氏
（
宮
町
）

　
今こ
ん
野の　
健け
ん
一い
ち 

氏
（
東
山
形
）

　
佐さ

多た　
和か
ず
子こ 

氏
（
東
青
田
）

　
諸も
ろ
橋は
し　
哲て
つ
郎お 

氏
（
小
白
川
町
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
２
人

の
任
期
が
９
月
３０
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の
推
薦
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
石い
し
山や
ま　
　
徹
と
お
る 

氏
（
青
柳
）

　
菊き
く
地ち

ト
シ
子こ 

氏
（
和
合
町
）

広
域
環
境
事
務
組
合
議
会

議
員
に
７
人
の
議
員
が
当
選

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　
願

第
２
号
継
続

ＴＰＰ協定を国会で批准
しないことを求めること
について 阿曽　　隆

川口　充律 産業文教 継続審査
山形地方農民連
会長 吉田吉弘 ほか１人

第
４
号

新
規
※

「福島原発事故避難者へ
の住宅無償提供」の継続
について 今野　誠一

佐藤　秀明 総　務 採　択
福島原発被災者
フォーラム山形・福島
代表 武田　徹 ほか１人

第
５
号
新
規

地方財政の充実・強化を
求めることについて 川口　充律

阿曽　　隆
渡辺　　元

総　務 採　択
連合山形地域協議会
議長　細谷英司

　６月定例会で審議された請願は、継続審査中の１件と、新た
に提出された２件です。各委員会での審査結果は以下の通りで
す。� （※印は意見陳述が行われたものです。）

請　　願

●議決の結果は、７ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。
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◆�○＝賛成　×＝反対　△＝継続審査に賛成　▲＝継続審査に反対　退＝退席　　◆石澤秀夫議長は採決に加わらない。　◆「無」は会派所属なし
※…議第５１号は、総務委員会で継続審査となりましたが、本会議で継続審査が否決されたため、総務委員会で再度審査した後、採決を行いました。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
� 会派
� 議員名

議案
議会案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議 第 ５１ 号 ※ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ▲ ▲ ▲ ▲ △ △ △ ▲ ▲ ▲ △ ▲ －
議 第 ５１ 号 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － 可決
議 第 ５５ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議会案第４号 ○ ○ 退 ○ ○ 退 退 ○ ○ 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
議会案第５号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 可決
請 願 第 ４ 号 ○ ○ 退 ○ ○ 退 退 ○ ○ 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 採択
請 願 第 ５ 号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × － 採択

議決議案一覧（６月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４８号
平成２８年度山形市一般会計補正予算
　小学校トイレ改修、中学校空調設備改修、産地パワーアップ事業、小規模保育事業所施設整備
事業などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第４９号 平成２８年度山形市国民健康保険事業会計補正予算
　平成３０年度から予定されている県単位化に向け、システムの改修を行うための補正予算です。

可決
（全会一致）

議第５０号 工事請負契約の締結について（山形市東沢コミュニティセンター建設建築工事） 同意
（全会一致）

議第５１号
契約及び財産の取得又は処分並びに財産の管理等に関する条例の一部改正について
　商業地域内の未利用市有財産を有効活用するため、財産の無償貸し付けなどができるようにす
るものです。

可決
（一覧表参照）

議第５２号
山形市印鑑条例の一部改正について
　コンビニエンスストアに設置された端末機で印鑑登録証明書を交付するため、所要の改正をす
るものです。

可決
（全会一致）

議第５３号
議第５４号

山形市児童遊戯施設条例の一部改正について
山形市子育て支援センター条例の一部改正について
　「べにっこひろば」および「べにっこひろば子育て支援センター」の管理を指定管理者に行わ
せるための条例の改正です。

可決
（全会一致）

議第５５号
山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　国の基準の改正に合わせ、本市の小規模保育事業等の設備および運営に関する基準について、
所要の改正をするものです。

可決
（一覧表参照）

議第５６号 山形市監査委員の選任について
　詳細は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第５７号 山形市情報公開・個人情報保護審査会委員の選任について
　詳細は６ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第１号 専決処分の承認について（平成２７年度山形市一般会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第２号 専決処分の承認について（平成２７年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算）
　起債の借入限度額の変更に伴う予算措置をしたものです。

承認
（全会一致）

報第３号 専決処分の承認について（山形市市税条例の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、所要の改正をしたものです。

承認
（全会一致）

報第４号 専決処分の承認について（山形市国民健康保険税条例の一部改正について）
　地方税法および同法施行令の改正に伴い、所要の改正をしたものです。

承認
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第３号

次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書の提出について
　詳細は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第４号

「福島原発事故避難者への住宅無償提供」の継続を求める意見書の提出について
　詳細は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議会案
第５号

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
　詳細は６ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）
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長
谷
川
幸
司 

議
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

地
域
活
性
化
を
図
れ
！

※　ホストタウン…東京オリンピック・パラリンピックの参加国と人的・経済的・文化的な相互交流を図る地方公共団体。

　
　
本
市
の
農
産
品
を
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
の
食
堂
で
使
用

す
る
よ
う
働
き
掛
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
国
際
的
認
証
を
取
得
す
る

Q

こ
と
で
、
国
内
外
へ
の
大
き
な
Ｐ

Ｒ
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
戦
略

的
に
売
り
込
む
こ
と
で
、
農
業
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う
検
討
し

A

て
い
く
。

　
　
道
の
駅
が
山
形
中
央
イ
ン

タ
ー
周
辺
に
整
備
さ
れ
る
可
能
性

も
含
め
、
具
体
的
な
設
置
場
所
の

選
定
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。
ま
た
、
県
が
実
施

す
る
や
ま
が
た
道
の
駅
緊
急
整
備

事
業
支
援
事
業
費
補
助
金
の
よ
う

な
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
適
切
な
場
所
と
施
設
の
構
想

を
併
せ
て
検
討
し
決
定
す
る
。
ま

た
、
補
助
要
件
を
確
認
し
有
効
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
の
未
決
定
区
画
は
、
ど
の
よ
う

に
誘
致
し
て
い
く
の
か
。

　
　
複
数
の
企
業
か
ら
問
い
合
わ

せ
や
相
談
が
あ
る
た
め
、
優
良
企

業
の
誘
致
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
た
い
。

　
　
ホ※

ス
ト
タ
ウ
ン
の
二
次
登
録

に
よ
り
相
手
国
が
台
湾
・
サ
モ
ア
・

タ
イ
に
決
定
し
た
が
、
今
後
、
事

前
合
宿
な
ど
の
誘
致
活
動
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
各

国
お
よ
び
各
国
の
競
技
団
体
に
対

し
、
さ
ら
な
る
働
き
掛
け
を
進
め

て
い
く
。

Q

AQA

QA

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
２１
日

と
２２
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
翔

政

会
）

鈴
木
善
太
郎
市
政
に
対
す
る
考
え
、
企
業
誘
致
と
地
元
企
業
の

活
性
化
、町
内
会
や
自
治
会
、自
治
推
進
委
員
会
、

ま
ち
づ
く
り
、
道
路
改
良
事
業　
ほ
か

髙
橋　
昭
弘

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

小
中
学
校
に
お
け
る
豊
か
な
学
び
の
保
障
、ス
ポ
ー

ツ
環
境
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
、
地
域
の
居
場
所
、

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に　
ほ
か

川
口　
充
律

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

人
口
目
標
３０
万
人
、仙
山
連
携
、地
域
医
療
構
想
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
温
暖
化
や
異
常
気
象
な
ど
の
気

候
変
動
へ
の
対
応　
ほ
か

小
野　
　
仁

（
緑

政

会
）
市
長
の
政
治
信
条
、選
挙
公
約
、文
化
振
興
政
策
、

福
祉
政
策
、
商
工
政
策
、
農
業
政
策
、
教
育
政
策
、

景
観
条
例
、
除
雪　
ほ
か

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

折
原　
政
信
健
康
医
療
先
進
都
市
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
！
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
観
光
行
政
と
ト
イ
レ
行
政　
ほ

か

（
翔

政

会
）

須
貝　
太
郎
少
子
化
対
策
、
三
世
代
同
居
近
居
支
援
策
、
教
育

問
題　
ほ
か

長
谷
川
幸
司

（
翔

政

会
）
道
の
駅
、
雇
用
対
策
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

策
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設　
ほ
か

佐
藤
亜
希
子

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

出
産
を
決
意
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
店
舗
や
事
務

所
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
、
高
齢
者
の

外
出
支
援
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子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

環
境
改
善
を
図
れ

髙
橋　
昭
弘 
議
員

　
　
教
員
の
健
康
保
持
や
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た

め
に
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や
地
域
住
民
を

学
校
支
援
員
と
し
て
募
集
す
る
こ

と
で
、
授
業
や
事
務
を
支
援
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
多

忙
感
は
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
保
護
者
や
地
域
、
大

学
な
ど
と
連
携
し
、
学
校
活
動
の

幅
を
広
げ
て
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
同
じ
学
校
で
も
教
室
ご
と
に

風
通
し
や
騒
音
な
ど
の
環
境
が
違

う
た
め
、
学
校
単
位
に
な
っ
て
い

QAQ
　
　
多
言
語
サ
イ
ト
の
整
備
な
ど

に
よ
り
、
山
形
の
観
光
資
源
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
国
内
外
の
外
国
人

に
向
け
て
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
・
上
山
・
天
童
三
市
連

携
観
光
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
仙
台
市
と
台
湾
・
台
南
市
の

交
流
促
進
協
定
締
結
な
ど
に
本
市

も
加
わ
り
、
３
市
に
よ
る
交
流
を

強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
台
南
市
と
の
協
定
締
結
が
実

現
し
た
後
に
、
仙
台
市
を
含
め
た

３
市
間
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
医
療
機
関
の
受
診
や
健
康
管

理
の
た
め
の
交
通
環
境
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ス
マ
イ
ル

グ
リ
ー
ン
号
を
中
山
町
方
面
へ
延

伸
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
運
営
主
体
の
大
郷
明
治
交
通

サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
お
よ
び
中

山
町
と
協
議
し
、
ス
マ
イ
ル
グ

リ
ー
ン
号
の
延
伸
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
く
。

　
　
県
が
馬
見
ヶ
崎
川
河
川
敷
に

整
備
し
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
、
完
成
後
の
運
営
や
維
持
管
理

を
市
が
行
う
と
し
て
い
る
が
、
地

元
負
担
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
維

持
管
理
と
整
備
を
行
っ
て
い
る
自

治
会
と
の
間
に
差
が
生
じ
て
く
る

と
思
う
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
運

営
体
制
と
自
治
会
間
の
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
支
援
で
き
る
か
な

ど
、
管
理
運
営
団
体
と
十
分
に
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

QAQ

AQ

AQ

A

る
冷
暖
房
整
備
計
画
を
見
直
し
、

必
要
性
の
高
い
教
室
か
ら
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
特
殊
な
事
情
に
よ
る
も
の
と

し
て
、騒
音
や
プ
レ
ハ
ブ
の
暑
さ
、

音
漏
れ
対
策
の
た
め
に
こ
れ
ま
で

も
設
置
し
て
い
る
。
特
殊
な
事
情

に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
計
画
に
基

づ
き
整
備
し
て
い
く
。

　
　
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た

め
に
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
本
市
で
も

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
経
済
的
理
由
に
よ
る
進
学
の

断
念
や
、
返
済
に
困
り
自
己
破
産

す
る
報
道
が
あ
る
中
、
給
付
型
奨

学
金
制
度
は
有
効
な
も
の
と
考
え

て
い
る
。
県
で
若
者
定
着
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
を
開
始
し
、
市
で

も
募
集
し
て
い
る
が
、
国
で
は
必

要
性
を
認
識
し
な
が
ら
も
継
続
検

討
と
し
て
い
る
。
市
が
単
独
で
行

う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
国

や
県
と
の
連
携
の
中
で
、
よ
り
よ

い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
南
部
に
屋
内
型
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
実
施

計
画
の
改
訂
に
併
せ
、
競
技
団
体

な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、
必
要
性

を
整
理
し
て
い
く
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用
さ

れ
て
い
る
地
域
集
会
所
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
対
し
、
補
助
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
中
に
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
。

　
　
第
６
次
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
で
、
イ※

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
の
周
知

や
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
活
動
の
必
要
性
は
、
市
民
に

浸
透
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
出
前

講
座
の
活
用
な
ど
、
周
知
・
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

　
　
仙
山
連
携
の
強
化
が
な
ぜ
定

住
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
か

分
か
ら
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
交

通
網
の
整
備
で
交
流
人
口
が
増
え

る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
人
口

増
加
に
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
仙
台
周
辺
都
市
の
ほ
と
ん
ど

が
５
年
間
で
人
口
が
増
え
て
い
る

た
め
、
山
形
仙
台
間
の
交
通
の
便

を
改
善
し
、
人
・
も
の
・
金
の
動

き
が
活
発
に
な
る
こ
と
は
本
市
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
通
勤
圏
内
と

し
て
の
役
割
も
大
き
く
な
る
と
考

え
て
い
る
。

AQA

QAQAQ

AQA

▲学校の実情に合わせた冷暖房の設置を ▲整備により地域活性化が期待される道の駅

※　インフォーマルサービス…介護保険制度を使用しないサービスのこと。
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人
口
３０
万
人
の
目
標
に

堅
実
性
は
あ
る
の
か

川
口　
充
律 

議
員

若
い
世
代
の
貧
困
対
策
を

子
ど
も
の
生
活
を
守
れ

佐
藤
亜
希
子 

議
員

※　マタニティ・ハラスメント…妊娠・出産などを理由に、解雇やパートへの契約変更など不利益な取り扱いを行うこと。

　
　
県
の
若
者
定
着
奨
学
金
返
還

支
援
事
業
の
対
象
を
拡
大
す
る
た

め
、
奨
学
金
の
新
た
な
返
済
補
助

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

Q

　
　
国
で
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

に
向
け
た
検
討
の
動
き
も
あ
る
た

め
、
現
行
制
度
の
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

A
　
　
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
ま
で
に
６
０
０
０
人

強
の
人
口
増
加
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
目
標
達
成
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
。
３０
万
人
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
目
標
設
定
の
堅
実
性
は
ど
う

か
。

　
　
山
形
市
発
展
計
画
で
は
健
康

医
療
先
進
都
市
を
掲
げ
、
人
口
減

少
対
策
や
移
住
定
住
対
策
と
し
て
、

地
元
企
業
へ
の
支
援
や
企
業
誘
致
、

新
た
な
産
業
の
創
出
に
雇
用
の
確

保
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
都

市
基
盤
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
若

者
が
残
れ
る
、
移
住
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
の
施
策
の
推
進
を

目
指
し
て
い
る
。
施
策
の
着
実
な

QA

　
　
マ※

タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
不
当
行
為
が
市
内
企
業

で
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
労
働
局
と

連
携
し
て
事
業
主
へ
働
き
掛
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２８
年
２
月
に
山
形
労
働

局
と
雇
用
対
策
に
関
す
る
協
定
を

結
ん
で
い
る
。
労
働
局
が
実
施
す

る
研
修
会
や
相
談
窓
口
の
周
知
、

法
制
度
の
説
明
や
具
体
的
事
例
な

ど
、
事
業
所
や
市
民
に
向
け
て
啓

発
し
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備

や
運
営
に
つ
い
て
条
例
化
さ
れ
て

い
る
が
、
分
割
す
る
際
の
具
体
的

な
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
学
校
の
余
裕
教
室
や
他
の
市

有
施
設
に
新
設
す
る
こ
と
を
優
先

し
て
整
備
し
て
い
る
。
借
家
な
ど

に
新
設
す
る
際
の
内
部
改
修
や
設

備
整
備
の
支
援
は
あ
る
が
、
ク
ラ

ブ
側
と
の
連
携
を
深
め
、
場
所
の

選
定
に
対
す
る
支
援
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
休

日
・
病
児
保
育
が
無
く
、
土
曜
日

の
開
所
状
況
や
負
担
金
も
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
保
育
所
の

施
策
と
の
差
を
縮
め
、
小
１
の
壁

を
無
く
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

QA

QA

Q

実
行
が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

た
目
標
人
口
の
達
成
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
長
が
掲
げ
る
仙
山
連
携
は
、

交
通
網
の
強
化
や
高
速
化
が
非
常

に
重
要
な
要
素
と
な
る
。
国
と
県
、

Ｊ
Ｒ
も
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

奥
羽
新
幹
線
の
フ
ル
規
格
化
を
目

指
す
こ
と
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性

が
あ
る
の
か
。

　
　
奥
羽
新
幹
線
フ
ル
規
格
化
は
、

日
本
海
国
土
軸
の
形
成
、
地
域
活

力
や
経
済
の
維
持
に
向
け
た
も
の

で
あ
り
、
人
口
の
ダ
ム
機
能
を
果

た
す
た
め
の
基
盤
整
備
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
仙
山
連
携
の
強
化
は
、

山
形
・
仙
台
両
市
が
連
携
強
化
に

努
め
な
が
ら
、
東
北
に
お
け
る
人

口
の
ダ
ム
機
能
を
果
た
す
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
仙
山
圏
交
通

網
の
整
備
は
重
要
な
取
り
組
み
だ

が
、
本
市
の
み
で
は
実
現
で
き
な

い
た
め
、
国
や
県
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の

関
係
機
関
に
、
そ
の
必
要
性
を
継

続
的
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
施
設

の
設
置
の
際
、
条
例
な
ど
で
景
観

形
成
基
準
を
定
め
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
本
市
で
も
、
事
業
用
太

陽
光
発
電
施
設
設
置
の
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
対
応
を

考
え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
中
核
市
へ
の
移
行
に
よ
り
現

在
の
条
例
を
見
直
す
際
に
は
、
太

陽
光
発
電
の
建
設
需
要
を
把
握
し

な
が
ら
、
他
自
治
体
の
景
観
に
対

す
る
基
準
な
ど
を
調
査
し
、
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
小
中
学
校
冷
暖
房
設
備
整
備

計
画
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
小
学
校
へ
の
対
応
は
中
学
校

整
備
の
後
と
な
る
が
、
山
形
の
気

象
条
件
を
考
慮
し
計
画
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
た
め
の
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し

て
進
め
て
い
る
が
、
交
付
金
の
採

択
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

他
の
自
治
体
を
参
考
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

や
起
債
に
よ
る
整
備
手
法
な
ど
も

検
討
し
な
が
ら
、
当
初
の
計
画
通

り
平
成
３１
年
度
ま
で
に
完
了
す
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
地
域
集
会
所
の
新
築
や
増
改

築
、
補
修
な
ど
の
工
事
経
費
の
３

分
の
１
以
内
を
補
助
し
て
い
る
が
、

解
体
費
用
や
耐
震
化
工
事
の
補
助

金
を
増
額
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
耐
震
化
工
事
へ
の
補
助
金
の

増
額
は
必
要
性
を
含
め
検
討
し
て

い
く
。
解
体
費
用
へ
の
補
助
の
実

施
予
定
は
な
い
が
、
今
後
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

QA

QAQ

AQA

▲早急な冷暖房の整備を求める
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山
形
の
〝
チ
カ
ラ
〟
を

さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ
よ
!!

小
野　
　
仁 
議
員

　
　
安
全
保
障
関
連
法
が
施
行
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
違
憲
だ
と
主
張

す
る
国
民
も
い
る
。
市
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

の
環
境
の
変
化
を
考
慮
す
る
と
や

む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
違
憲
と
は
言
え
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
、
司
法
の
場
で

適
切
な
判
断
が
な
さ
れ
る
と
思
う
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
加
盟
す
る
た
め
に
は
、

地
元
の
大
学
と
の
連
携
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
事
務
局
体
制
の
強

化
も
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
直
接
出
向

QAQA
　
　
平
成
２７
年
４
月
か
ら
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
よ
り
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
国
の
支

援
策
が
充
実
し
て
き
た
た
め
、
ク

ラ
ブ
側
と
話
し
合
い
な
が
ら
保
育

所
の
施
策
と
同
等
に
な
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　
小
学
校
の
ト
イ
レ
や
中
学
校

の
空
調
設
備
の
改
修
は
、
ま
と
め

た
発
注
や
維
持
補
修
を
含
め
た
公

募
を
す
る
な
ど
、
計
画
の
遅
れ
を

取
り
戻
す
方
法
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し

て
い
る
が
、
民
間
資
金
の
活
用
や

起
債
に
よ
る
整
備
手
法
な
ど
も
検

討
し
な
が
ら
、
当
初
の
計
画
ど
お

り
、
３１
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

　
　
中
学
校
の
部
活
動
に
お
い
て
、

土
日
と
も
に
顧
問
が
活
動
し
て
い

る
部
の
割
合
な
ど
を
数
値
化
し
、

実
態
を
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

全
て
の
中
学
校
を
対
象
と
し
た
運

動
部
活
動
の
実
態
調
査
を
３
年
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
調
査

結
果
を
活
用
し
な
が
ら
市
内
中
学

校
の
実
態
を
把
握
し
て
い
く
。

　
　
中
学
生
の
登
下
校
時
の
荷
物

が
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
荷
物
を
軽
く
す
る
工
夫
は
で

き
な
い
の
か
。
ま
た
、
式
典
な
ど

特
別
な
場
合
以
外
は
ジ
ャ
ー
ジ
登

校
を
認
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
昔
に
比
べ
る
と
教
科
書
類
が

大
き
な
規
格
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

生
徒
の
登
下
校
時
の
負
担
軽
減
と

い
う
視
点
か
ら
吟
味
す
る
よ
う
、

校
長
会
な
ど
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

AQ

AQ

AQ

A

い
て
の
Ｐ
Ｒ
や
、
そ
の
際
に
創
造

都
市
山
形
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
製
作
な

ど
を
、
東
北
芸
工
大
や
山
形
大
学

と
協
働
で
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

平
成
２８
年
度
よ
り
文
化
振
興
課
に

英
語
専
門
員
を
配
置
し
て
、
体
制

を
強
化
し
て
い
る
。

　
　
障
が
い
者
差
別
解
消
に
向
け

た
本
市
独
自
の
条
例
づ
く
り
に
取

り
組
む
際
、
障
が
い
者
団
体
に
加

入
し
て
い
な
い
方
々
の
声
は
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

　
　
２８
年
度
中
の
条
例
制
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
障
が

い
福
祉
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
団

体
に
所
属
し
て
い
な
い
方
や
障
が

い
の
無
い
市
民
の
方
も
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て

幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

　
　
視
覚
障
が
い
者
の
同
行
援
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
３０
年
４
月
以

降
、
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

の
修
了
が
必
須
と
な
る
。
福
祉
系

大
学
や
短
大
へ
働
き
掛
け
、
同
行

援
護
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
や
、
講
座
が
で
き
る
団
体

へ
の
出
前
講
座
な
ど
を
要
請
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
同
行
援
護
サ
ー
ビ
ス
の
従
業

者
養
成
研
修
は
、
国
の
要
綱
で
実

施
主
体
は
都
道
府
県
と
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
県
に
対
し
研
修
の

機
会
を
増
や
す
よ
う
要
望
し
て
い

く
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

対
し
て
も
同
行
援
護
従
業
者
の
育

成
や
増
員
を
働
き
掛
け
、
視
覚
障

が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
「
山
形
セ
ル
リ
ー
」や「
も
っ

て
の
ほ
か
」
な
ど
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
売
り
込
め
る
農
産
品
の

価
値
を
高
め
る
た
め
、
三
ケ
日
み

か
ん
の
よ
う
に
機※

能
性
表
示
食
品

と
し
て
売
り
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
機
能
性
表
示
食
品
は
、
加
工

食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
届
け
出

が
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
農
産

物
な
ど
の
事
例
が
少
な
い
た
め
、

今
後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
市
立
図
書
館
は
設
置
か
ら
長

年
経
過
し
、
書
籍
の
収
容
能
力
が

限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。
近
年
、

図
書
館
は
貸
し
出
し
型
だ
け
で
な

く
滞
在
型
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、

駐
車
場
の
確
保
も
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
検
討
し
て
い
る
道
の
駅

に
隣
接
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
開
館
し
て
か
ら
３７
年
を
経
過

し
て
い
る
が
、
今
後
も
効
率
的
な

蔵
書
管
理
で
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
計
画

的
に
改
修
し
て
い
く
。

QA

QAQ

AQA

※　機能性表示食品…�疾病などに罹患していないものに対し、機能性関与成分によって健康の維持および増進に資する特定の保健の目的が期待で
きる旨を科学的根拠に基づいて容器包装に表示する食品。

▲農産品の価値を高めて全国に売り出そう ▲中学生のカバンが重すぎる！
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き
め
細
や
か
な
対
応
で

健
康
医
療
先
進
都
市
を
目
指
せ
！

折
原　
政
信 

議
員

も
う
一
つ
の
日
本
そ
れ
は

山
形
か
ら

須
貝　
太
郎 

議
員

※１　Ｂ型肝炎…ウイルスが血液・体液を介して感染して起きる肝臓の病気。
※２　株式会社パスラボ…山形県初のプロバスケットボールチーム「パスラボ山形ワイヴァンズ」の運営会社。

　
　
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

３
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
多
子

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

Q

う
か
。

　
　
平
成
２８
年
４
月
か
ら
第
３
子

以
降
の
保
育
料
無
料
化
を
実
施
し

て
い
る
が
、
少
子
化
対
策
と
し
て

有
効
な
手
段
で
あ
る
児
童
手
当
の

A
　
　
平
成
２８
年
１０
月
か
ら
Ｂ※
１
型
肝

炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ
、

生
後
１
歳
ま
で
の
期
間
に
接
種
し

た
分
が
無
償
と
な
る
。
接
種
時
期

が
ず
れ
込
ん
だ
場
合
の
費
用
を
市

が
全
額
補
助
し
、
こ
れ
ま
で
任
意

接
種
の
た
め
受
け
て
い
な
い
４
歳

未
満
の
子
ど
も
に
も
、
無
償
ま
た

は
半
額
以
下
で
接
種
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
接
種
が
ず
れ
込
ん
で
し
ま
っ

た
乳
児
の
救
済
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
定
期
接
種
対
象
外
の
１

歳
以
上
４
歳
未
満
の
幼
児
に
対
し

て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ

QAQ

増
額
支
給
を
国
に
対
し
要
望
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
市
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象

に
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
や
助
成

金
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り

積
極
的
な
三
世
代
同
居
・
近
居
の

支
援
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
先
日
立
ち
上
げ
た
移
住
定
住

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お

い
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
た
上

で
、
三
世
代
同
居
・
近
居
の
支
援

を
含
め
た
具
体
的
な
支
援
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
幼
児
期
の
運
動
能
力
の
向
上

や
運
動
習
慣
の
基
礎
づ
く
り
の
た

め
、
市
立
保
育
園
な
ど
で
国
の
公

募
型
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
新
た
な
公
募
型
事
業
が
実
施

さ
れ
る
場
合
に
は
、
幼
児
期
に
お

け
る
運
動
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る

よ
う
、
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
可

能
か
、
関
係
部
署
と
も
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に

伴
い
、
主
権
者
教
育
の
一
環
と
し

て
高
校
生
議
会
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

QA

Q

AQ

ト
「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」
を
導

入
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
普
及
啓
発
や
認
知
症
予
防
な

ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
入
浴
設
備
の
あ
る
老

人
福
祉
施
設
の
休
館
日
は
全
て
月

曜
日
で
あ
る
。
利
便
性
向
上
の
た

め
休
館
日
を
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
休
館
日

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
株※
２
式
会
社
パ
ス
ラ
ボ
と
協
定

を
締
結
し
、
パ
ス
ラ
ボ
山
形
ワ
イ

ヴ
ァ
ン
ズ
を
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
協
定
の
締
結
は
、
必
要
性
を

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
東

側
の
道
路
拡
幅
を
行
う
準
備
は
進

め
て
い
る
の
か
。

　
　
大
会
な
ど
が
重
な
っ
た
時
の

駐
車
台
数
や
周
辺
道
路
の
状
況
な

ど
の
把
握
を
行
い
、
交
差
点
改
良

な
ど
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
新
野
球
場
南
側
の
農
地
を
新

た
な
駐
車
場
用
地
と
す
る
な
ど
、

駐
車
場
不
足
に
対
す
る
早
め
の
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
新
た
な
駐
車
場
用
地
の
確
保

も
含
め
た
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
役
所
１
階
の
女
性
ト
イ
レ

は
大
変
狭
く
臭
い
も
気
に
な
る
と

の
声
が
あ
る
。
特
に
、
正
面
入
口

側
の
ト
イ
レ
は
イ
ベ
ン
ト
の
際
に

一
般
開
放
も
さ
れ
る
た
め
、
南
側

に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
構
造
上
、
南
側
に
拡
大
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
観
光
行
政
に
力
を
入
れ
る
と

同
時
に
、
ト
イ
レ
に
も
十
分
な
配

慮
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
観
光
地
な
ど
の
公
衆
ト
イ
レ

は
、
必
要
性
に
応
じ
て
常
設
ま
た

は
仮
設
で
設
置
し
て
い
る
。
今
後

は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や
都
市
施

設
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
て
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。

　
　
連
絡
管
整
備
の
完
了
で
、
最

上
川
中
部
水
道
企
業
団
へ
の
水
道

水
の
常
時
給
水
は
可
能
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
同
企
業
団
と
の
合
併

は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
と
企
業
団
で
整
備
を
進

め
て
い
る
連
絡
管
に
よ
り
、
完
成

後
、
本
市
か
ら
企
業
団
エ
リ
ア
に

常
時
給
水
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

企
業
団
の
給
水
区
域
に
大
曽
根
・

村
木
沢
地
区
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
合
併
は
将
来
的
な

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

AQAQAQ

AQAQA

QAQA

▲子どもたちの健やかな成長のために
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山
形
市
発
展
計
画
の
実
質
的
な

ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て

鈴
木
善
太
郎 
議
員

　
　
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
に
雇

用
創
出
課
を
新
設
し
体
制
を
強
化

し
た
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
へ
の
誘
致
に
向
け
て
の
企
業
訪

問
や
担
当
課
全
員
が
本
市
の
立
地

環
境
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
情

報
の
発
信
と
収
集
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
地
元
金
融
機
関
が

開
催
す
る
取
引
企
業
と
の
懇
談
会

に
も
参
加
す
る
な
ど
、
企
業
と
の

関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
未
加
入
者
に
よ
り
生
じ
る
町

内
会
の
共
益
費
の
穴
埋
め
と
な
る

よ
う
な
手
立
て
は
な
い
の
か
。

QAQ
　
　
主
権
者
教
育
の
充
実
の
た
め
、

選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
た
選

挙
講
座
を
実
施
し
、
政
治
の
理
解

力
や
公
正
な
判
断
力
の
育
成
、
違

法
な
選
挙
運
動
を
行
わ
な
い
な
ど

の
意
識
を
高
め
る
指
導
を
し
て
い

る
。
高
校
生
議
会
の
実
施
は
、
山

形
商
業
高
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）
山
形
市
子
育
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
を
組
織
し
、

子
育
て
支
援
と
教
育
施
策
を
つ
な

げ
る
役
割
を
持
た
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
子
育
て
推
進
部
と
教
育
委
員

会
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な
組

織
の
在
り
方
を
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
　
道
の
駅
に
屋
内
型
児
童
遊
戯

施
設
や
日
本
一
の
観
光
案
内
所
を

併
設
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
設

置
場
所
を
蔵
王
駅
西
側
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
将
来
的
な
交
通
量
を
考
慮
し
、

適
切
な
場
所
や
施
設
の
構
想
と
併

せ
、
整
備
に
向
け
た
検
討
を
す
る

際
の
参
考
と
し
て
い
き
た
い
。

　
　
土
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

積
極
的
に
市
街
化
調
整
区
域
を
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
人
口
の
増
加
や
産
業
活
動
の

変
化
、
地
域
ご
と
の
状
況
な
ど
を

見
据
え
、市
街
化
区
域
へ
の
編
入
、

地
区
計
画
に
よ
る
面
的
開
発
、
条

例
に
よ
る
開
発
区
域
の
指
定
や
開

発
許
可
基
準
の
緩
和
な
ど
の
中
か

ら
、最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
し
、

国
、
県
の
関
係
部
局
や
土
地
改
良

区
な
ど
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

AQ

AQ

AQ

A

　
　
地
区
自
治
推
進
委
員
会
に
交

付
し
て
い
る
運
営
費
か
ら
、
町
内

会
へ
の
還
元
や
各
地
区
組
織
、
各

種
行
事
な
ど
へ
助
成
し
て
い
る
例

も
あ
る
。
町
内
会
の
活
動
支
援
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
在
り

方
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
町
内
会
へ
の
運
営
活
動
費
な

ど
の
補
助
を
検
討
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
設
立
経
緯
と
理
由
を
整
理
し
、

よ
り
良
い
在
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
今
後
、
整
備
が
考
え
ら
れ
る

児
童
遊
戯
施
設
や
道
の
駅
の
場
所

は
ど
の
よ
う
に
選
定
し
て
い
く
の

か
。

　
　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や

産
業
活
動
の
変
化
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
よ
り
有
効
な
土
地
利
用

と
併
せ
て
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
市
民
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、

公
営
霊
園
を
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
現
在
地
で
の
建
て

替
え
が
困
難
と
思
わ
れ
る
斎
場
の

整
備
も
併
せ
て
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
今
後
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
市

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
斎
場
の
整

備
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
斎
場
の
移
転
を
総
合
計
画
な

ど
に
盛
り
込
み
、
す
ぐ
に
取
り
掛

か
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
他
の
自
治
体
で
も
検
討
か
ら

建
設
ま
で
長
期
間
を
要
し
て
い
る

た
め
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
に
整
備
さ

れ
た
広
域
幹
線
道
路
の
沿
線
隣
接

地
を
、
特
別
に
企
業
な
ど
の
用
地

と
し
て
利
用
で
き
れ
ば
、
迅
速
か

つ
格
安
に
提
供
で
き
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
適
地
が
あ
れ
ば
、
移
転
先
を

紹
介
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
適
地

が
あ
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
は
保
護
者

な
ど
が
同
伴
し
て
い
な
い
と
利
用

で
き
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
安
全
上
の
問
題
か
ら
小
学
生

だ
け
の
利
用
は
認
め
て
い
な
い
が
、

他
市
の
類
似
施
設
の
状
況
を
調
査

し
て
い
く
。

　
　
あ
か
ね
ヶ
丘
陸
上
競
技
場
を

市
で
取
得
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
県
で
の
運
営
と
機
能
維
持
を

基
本
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
今

後
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

AQAQA

QAQAQ

AQAQA

▲広域幹線道路隣接地の有効活用で企業誘致を ▲多子世帯への支援で出生率の向上を
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委
員
会
視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

実
施
し
た
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

５月１７日（火）
　～１９日（木）

福岡県大野城市 統合型行政評価システム（公共サービスＤＯ
ＣＫ事業）について

福岡県久留米市 協働によるまちづくりについて

福岡県糸島市 移住・定住に向けた取り組みについて

厚 生 委 員 会
（１班）

５月１７日（火）
　～１９日（木）

兵庫県明石市 和坂斎場について

大阪府東大阪市 コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）
の取り組みについて

大阪府箕面市 障がい者就労支援事業（社会的雇用事業）について

産業文教委員会
（１班）

５月１１日（水）
　～１３日（金）

富山県高岡市 高岡市観光振興ビジョンについて

富山県富山市 富山とれたてネットワーク事業（地場もん屋）について

石川県金沢市 金沢市ものづくり戦略２０１５について

環境建設委員会
（１班）

５月１８日（水）
　～２０日（金）

福島県福島市 再生可能エネルギー導入推進について

茨城県笠間市 駅周辺整備計画について

栃木県宇都宮市 上下水道料金体系、水道施設再構築基本構想について

（総務１班）

（産業文教１班）

（厚生１班）

（環境建設１班）

はじめよう　つながる・輝く　まちづくり

地域の連携で地場産物の販売を促進

老朽化した火葬場と葬祭式場を全面建て替え

地中熱を活用した環境にやさしい地域交流センター

　久留米市では、多様化す
る市民ニーズや地域課題に
対応し、効果的で質の高い
まちづくりを進めるために
不可欠な「市民と市による
協働のまちづくり」を、市
政運営の重点的取り組みと

して推進しています。地域社会を構成する各主体の役割
や市の役割、責務などを明確化し、活動を活発化させる
ために久留米市市民活動を進める条例を制定しており、
自治会などの地域コミュニティ組織、ボランティアやＮ
ＰＯなどの市民公益活動団体などが、市の補助制度や支
援制度を利用して、市と一緒にまちづくりに取り組んで
いました。

　富山市では、特色ある地
場産物の販売促進を市域全
体で一体的に行い、消費者
である市民の地域内投資を
促すことで地域農業の活性
化と地域間交流を促進する、
とれたてネットワーク事業

（地場もん屋）を展開しています。中心市街地にある地
場もん屋総本店と、地域店（７店舗）・加盟店（約１８０店
舗）の情報共有や発信で、周辺から市街地、市街地から
周辺へと、物と人の流れを作る役割を担っています。総
本店の平成２７年度の売り上げは２億３，０００万円、来店者
数が２７万人で開店以降年々増加しており、今後は県内産
農産物のＰＲ拠点としていきたいとのことでした。

　明石市では、旧斎場施設
の老朽化と、今後の火葬需
要に対応し、厳粛で最後の
お別れの場にふさわしい心
安らぎ癒される施設を整備
するため、全面建て替えを
行いました。明石工業高等

専門学校教員をアドバイザーに、周辺自治会などの代表
者で構成した新斎場検討委員会の意見を踏まえ、新たな
設備として葬祭式場の宿泊施設や駐車場などの整備、火
葬場の排ガス処理施設の設置をしました。また、植栽や
目隠しなど、外観にも配慮しています。平成２５年４月か
らは、施設の全面供用を開始しており、建て替えの経過
や現在の運営状況などについて視察しました。

　笠間市では、平成２４年に
駅周辺整備活性化プランを
策定し、友部駅と岩間駅、
稲田駅の周辺を整備区域と
して、未利用となっている
市有地への施設整備を行う
ことで、地域の活性化、市

民の利便性向上を目指しています。その中で、友部駅前
の地域交流センター整備事業は、再生可能エネルギーで
ある地中熱を一部利用した空調設備の整備を進めていま
す。地中熱は温度が一定で、地中熱パイプからの熱や冷
気により建物の温度を緩やかに調節することができま
す。環境や体にやさしい設備の整備経過や課題などを視
察しました。
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（２班）

６月１日（水）
　～３日（金）

岡山県岡山市 岡山市消防団活性化計画について
大阪府高槻市 定住促進プロモーション事業について
兵庫県神戸市 公民連携（ＰＰＰ）の取り組みについて

厚 生 委 員 会
（２班）

５月２４日（火）
　～２６日（木）

大阪府茨木市 コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）の取り
組みについて

京都府宇治市 認知症の人にやさしいまちについて
大阪府大阪市 あそび創造広場「こどもホスピス」について

産業文教委員会
（２班）

５月１７日（火）
　～１９日（木）

北海道江別市 「北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区
構想」の取り組みについて

北海道札幌市 農業体験交流施設さとらんどについて

北海道北広島市 学校跡施設利活用について（広葉交流センターいこ
～よ、エコミュージアムセンター知

ち

新
しん

の駅）

環境建設委員会
（２班）

５月２４日（火）
　～２６日（木）

山梨県甲府市 甲府駅南口周辺地域修景計画について
山梨県北杜市 クリーンエネルギー施設について
東京都武蔵野市 雨水・地下水対策について

（総務２班）

（産業文教２班）

（厚生２班）

（環境建設２班）

人口増加に向けた広域的なプロモーションを展開

多彩な遺産が地域に分散するまち北広島市

ＴＳＵＲＵＭＩこどもホスピス
～日本初のコミュニティ型こども向けホスピス～

自然の力を生かした発電施設
～北杜サイト太陽光発電所～

　高槻市では、定住人口の
増加を目指し、広域的なプ
ロモーションを展開する定
住促進プロモーション事業
に取り組んでいます。高槻
市の持つ街のにぎわいと自
然の豊かさ、通勤の利便性

と優れた子育て環境などの二面性を現した「あれもこれ
もが叶う街、高槻に住もう！どっちもたかつき」をキャッ
チコピーとして掲げ、特設ホームページ「たかつきウェ
ルカムサイト」の開設、定住プロモーションムービーの
シネアド上映、ＦＭラジオにおける番組提供など、行政
の既成概念にとらわれないアプローチで積極的な情報発
信に取り組んでいました。

　北広島団地内に４つある
小学校を２校に統合したこ
とに伴い、旧広葉小学校跡
施設が平成２６年７月に広葉
交流センター『いこ～よ』
として生まれ変わりました。
その中にはエコミュージア

ムセンター知新の駅が併設されており、北広島市にゆか
りのある３人の先人について紹介する郷土史の資料を展
示しています。また、北広島マンモス大復活プロジェク
トとして、ケナガマンモスゾウの実物大標本作成に児童
生徒が参加するなど、行政と地域の方々が相互に協力し、
自分たちのまち北広島の歴史をつくりあげていました。

　大阪市に一般社団法人こ
どもホスピスプロジェクト
による「ＴＳＵＲＵＭＩこ
どもホスピス」が４月に開
設されました。医療などの
専門家を中心とした地域ボ
ランティアが主導で運営し、

難病児とその家族が心からくつろげる『第２の家』とし
て無料で提供されています。難病児自身の成長を持続的
に支援する機能と、家族の看護負担軽減の機能を併せ持
ち、施設内にはプレイルームやリビング、宿泊部屋が整
備されています。施設の一部を広く市民に開放し、地域
交流の拠点として、難病児とその家族を支える基盤になっ
ていきたいとのことでした。

　北杜市は、日照時間日本
一の記録を持っています。
その環境を生かして設置さ
れた北杜サイト太陽光発電
所は、大規模電力供給の実
証研究が行われた大変珍し
い施設です。実証研究終了

後に施設の譲渡を受け、現在は市営の太陽光発電所とし
て運営しています。ソーラーパネルの設置は景観形成に
大きな影響を与えるため、民間企業等による過度な設置
がされないように条例で規制し景観に配慮しているとの
ことでした。太陽光発電所のほか、堰

せき

を利用した水力発
電所も併せて視察しました。
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今
年
は
例
年
に
な
く
暑
い
夏
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
度
、
平
成
２８
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
諸

議
案
を
審
議
し
た
６
月
定
例
市
議

会
の
議
論
の
様
子
を
記
し
た
議
会

報
「
み
ち
し
る
べ
」
第
１
９
７
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
７
月
に
行
わ
れ
た
第
２４
回
参
議

院
議
員
選
挙
は
、
１８
歳
以
上
の
若

者
も
投
票
に
参
加
し
、
暮
ら
し
と

政
治
に
つ
い
て
多
く
の
方
が
大
き

な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
と
議
会
の

議
論
が
よ
り
密
接
に
な
る
よ
う
に
、

そ
の
情
報
発
信
と
し
て
よ
り
分
か

り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
議
会
報

作
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
暑
さ
厳
し
い
折
、
皆
さ
ま
ど
う

ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
議
会
報
委
員　
髙
橋　
昭
弘

　議会での会議結果などを分かりやす
くお伝えできるよう、議会報委員会で
検討しています。議会報に対するご意
見はこちらまでお願いします。
e-mail
　giji@city.yamagata-yamagata.lg.jp

ウェブサイト

ご意見をお聞かせください編
集
後
記

山形市議会 で 検索

み
み
よ
り
情
報

お 知 ら せ

　平成２８年６月１日から、スマートフォン・タブレッ

トで議会中継を視聴できるようになりました。

　会議当日の生中継のほか、過去の会議もご覧いただ

けますので、お気軽にご活用ください。

市議会
インターネット中継

スマートフォン・タブレットで簡単便利！

と　き　��９月１７日（土）
　　　　　　～９月２５日（日）
ところ　��月岡公園
内　容　��１０年ぶりとなる月岡公園で

の開催。昔ながらのかかし
のほか、世相を反映したか
かしなどが会場に並びます。

問い合わせ先　上山市観光物産協会
� ☎６７２－０８３９

第４６回かみのやま温泉
全国かかし祭

上山市

と　き　��１１月３日（木・祝）
　　　　午前９時スタート予定
ところ　��山辺町中央公園
内　容　��２㎞～１０㎞コース。山形盆

地を一望し、走って楽しい、
ゴールして美味しいマラソ
ン大会です。

問い合わせ先
　��やまのべ星ふるロードマラソン大
会実行委員会� ☎６６４－７２６３

第５回やまのべ「星ふるロー
ド」マラソン大会

山辺町

と　き　��９月１０日（土）
　　　　午前１０時３０分から
ところ　��中山町長崎
　　　　最上川中山緑地（河川公園）
内　容　��グラウンド・ゴルフのホー

ルインワンゲーム、あゆの
掴み取り、芋棒煮の振る舞
いなどの催しがあります。

問い合わせ先　同実行委員会事務局
� ☎６６２－２１１４

第９回元祖芋煮会in中山

中山町

【お詫びと訂正】��やまがた市議会報みちしるべ第１９６号（平成２８年５月１日発行）の６ページ「一般会計当初予算」の
掲載内容に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

　　　　　　　 　　猛禽類によるカラス・ムクドリの追い払い事業　誤「４３２万円」→ 正「４３万円」

以下の会議が生中継・録画で
ご覧いただけます。

・本会議

・予算、決算委員会

・全員協議会 ＱＲコード

ウェブサイト で 検索山形市議会　中継
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